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 1 　第 51 回通常総会の開催
　第 51回通常総会が、平成 20年 5月 20日午
後 3時 30分から東海大学校友会館において開
催された。
　来賓の環境省関　荘一郎廃棄物対策課長（当
時）から祝辞と「平成 20年度廃棄物行政につ
いて」の講演が行われた。その後、総会議長に
森下副会長を選出し、議案審議を行った。はじ
めに、平成 19年度の事業報告並びに収支決算
と平成 20年度事業計画並びに収支予算につい
て承認及び決定がなされた。
　会長表彰
　工業会の事業活動に永年貢献された功績によ
り、赤澤由起夫氏（㈱神鋼環境ソリューショ
ン）、池田弘貴氏（㈱川崎技研）、田中紀夫氏（エ
スエヌ環境テクノロジー㈱）、野副一文氏（㈱川

崎技研）、嶺　純三氏（三井造船㈱）の 5 氏が会
長表彰を受け、受賞者を代表して赤澤氏から謝
辞があった。

 2 　理事会の開催
　平成 20年 5 月 9 日（平成 20年度第 1 回）
　　・理事の交代について
　　・会長表彰について
　　・第 51回通常総会議案について
　　・分科会の退会について
　平成 20年 10月 30日（平成 20年度第 2 回）
　　・理事の交代等について
　　・正会員の退会について
　　・工業会のあり方検討について

祝辞を述べる環境省廃棄物・リサイクル対策部
関課長（当時）

第 51 回通常総会であいさつする羽矢会長（左）と議長の森下副会長
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　　　1）　建設・管理一体事業研究委員会（仮
称）の設置について

　　　2）　新規会員の勧誘について

 3 　自民党へ税制改正を要望
　平成 20年 9月 30日自由民主党本部で開催さ
れた環境部会及び環境関係団体委員会合同会議
において平成 21年度の税制改正に関する要望
書を提出した。
◇平成 21年度税制改正要望
　以下の項目について平成 21年度税制改正に
関する要望を行った。
　地方税
　　ＰＦＩ選定事業者が設置する一般廃棄物処

理施設に係る課税標準の特例措置の延長　
（不動産取得税、固定資産税、都市計画税）

 4 　環境大臣表彰
　廃棄物等の発生抑制、循環的な利用及び適正
処分又は浄化槽によるし尿及び雑排水の適正処
理に関する研究開発において、学術的及び実用
的に広範かつ有益な成果を上げ、その成果によ
って廃棄物処理事業又は浄化槽関係事業の発展
に顕著な功績があった者に贈られる環境大臣表
彰（廃棄物・浄化槽研究開発功労者）が、鈴木隆
幸（㈱荏原製作所）と村川忠夫（日立造船㈱）
の 2 氏に対し平成 20年 10月 29日に埼玉県の
大宮ソニックシティで開催された生活と環境全

　　  会長表彰を受ける 3 氏
（左より嶺氏、池田氏、赤澤氏）

会長表彰を受け、謝辞を述べる赤澤氏（右端）

講話会で講演する環境省廃棄物・リサイクル対策部の橋詰廃対課長
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国大会の式場で表彰状が授与された。

 5 　講話会の開催
　平成 20年 10月 2 日に、「最近の廃棄物行政
と平成 21年度予算要求」をテーマに講話会を
開催した。
　同講話会では、環境省　廃棄物・リサイクル
対策部　廃棄物対策課の橋詰博樹課長に講演を
いただき、会員会社から 25名が聴講した。

 6 　新処理技術施設見学会の開催
　平成 20年度の施設見学会は、9月 19日北海
道　北しりべし廃棄物処理広域連合の北しりべ
し広域クリーンセンター（施設規模：焼却炉
197トン /日、灰溶融炉 15トン /日、リサイ

クルプラザ 73.8トン /5h）を対象に行った。鳥
取環境大学　田中　勝教授を団長に会員会社か
ら 15名が参加した。
　見学施設では、組合の事務局長はじめ担当の
職員の方から最新鋭の「ストーカ炉＋廃溶融炉」
の稼動状況、周辺の方との協議体制、プラスチ
ックごみの収集状況などの説明の他、施設内を
見せていただいた。

 7 　関係団体等の各種委員会等への参画
 1） （社）全国都市清掃会議
　・「都市清掃」編集委員会
　・研究事例発表会　実行委員会
 2） （財）日本環境衛生センター
　・「生活と環境」編集委員会

北しりべし広域クリーン
センター全景

施設内を見学する参加者

担当職員から詳細な説明を受ける参加者
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　・廃棄物処理施設技術管理者講習会　運営委
員会

　・技術管理者等スキルアップ別研修会テーマ
検討委員会（第 1,2分科会）

　・標準的発注仕様書作業委員会（19年度残業
務分）

 3） 日本廃棄物処理施設技術管理者協議会
　・「環境技術会誌」編集委員会
 4） （財）日本産業廃棄物処理振興センター
　・「テキスト作成委員会」
 5） アジア太平洋廃棄物専門家会議
　・第 4回アジア太平洋廃棄物専門家会議実行
委員会　ワーキンググループ　委員

 6） （社）全国市有物件災害共済会
　・廃棄物処理施設の安全化に関する調査研究
 7） 川崎市
　・事業系生ごみリサイクル研究会

 8 　関係団体等の各種講習会等への講師派遣
 1） （財）日本産業廃棄物処理振興センター
 （講師派遣延 13名）
　・平成 20年度「産業廃棄物又は特別管理産
業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会
（新規・更新）」 13科目（13名）

 2） （財）日本環境衛生センター
 （講師派遣延 52名）
　・平成 20年度「廃棄物処理施設技術管理者
講習会」

　　① 中間処理施設コース  8 科目（ 8 名）
　　② 産業廃棄物焼却施設コース
 8科目（ 8 名）
　　③ 破砕・リサイクル施設コース
 23科目（23名）
　　④ 有機性廃棄物資源化施設コース
  5 科目（ 5 名）
　・平成 20年度「技術管理者等スキルアップ
研修会」

　　① 第 1 分科会（ごみ処理施設関係）
  4 科目（ 4 名）
　　② 第 2分科会（し尿処理施設関係）

  4 科目（ 4 名）
 3） 中央労働災害防止協会 （講師派遣延 7 名）
　・「ダイオキシン類業務に係る作業指揮者養
成研修会」（東京分）  5 科目（ 5 名）

　・「ダイオキシン類作業従事者特別教育イン
ストラクターコース」（大阪分）

  2 科目（ 2 名）


